


























































































要約:1951～1968 年と 1974～1993 年における日本全国の人口動態統計から得られた多胎

出産(出生と死産)資料を用いて、多胎の種類別出産率、未熟児出生中の多胎の占める割合、

死産率、周産期死亡率の年次推移、乳児死亡率、これらの率に影響をおよぼす要因につい

ての分析を行い、わが国の多胎妊娠の現状を明らかにした。

排卵誘発剤のふたごへの影響は 1987 年までは小さいが、翌年からふたご出産率は上昇し

ている。三つ子出産率は1951から1974年まで横這いであるが、翌年から上昇をはじめ1993

年の値は 1968 年以前の値より4,2 倍も上昇している。四つ子出産率は 1951～1968 年まで

横這いであるが、1974 年から上昇をはじめ 1993 年の値は 1968 年以前の値より 18,5 倍も

上昇している。五つ子も 1987年以前の値に比べ、1988～1993 年の値は 3.6 倍も高い。1975

年以降の多胎出産率の上昇は排卵誘発剤の影響、さらに、1985 年以降の上昇は体外受精

の影響も加わったものと思われる。なお、諸外国の多胎出生率も年次とともに上昇してい

る。

未熟児出生中の多胎の占める割合は 1969 年以降上昇している。この上昇は多胎出産率の

上昇、周産期医療の進歩による未熟児生存確率の上昇、多胎妊娠中の管理の向上などがあ

げられる。わが国の多胎の種類別死産率と周産期死亡率は年次とともに急速に減少してい

る。ふたごの単胎児対する周産期死亡率の危険率は 6 倍前後、三つ子は 12～13 倍、四つ

子は 15～22倍も高い。


